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第１７９回定例会・平成2４年度当初予算・会期日程

一 般 会 計   ５４億９,０００万円

特別会計等  ３６億７,９８９万１千円

平成２4年度 予算成立 第
１７９
回
議
会
定
例
会

　

平
成
２４
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
に
召
集
さ
れ
、

９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
平
成
２４
年
度
予
算
を
中
心
に
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
３６
の
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に

わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

会
期
日
程

会
期
日
程

会
期
日
程

会
期
日
程

定
例
会

　会
期
日
程

定
例
会

　会
期
日
程

６
日
（
開
会
）
本
会
議

・
諸
般
の
報
告　

田
幡
議
長

・�

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　

報
告　
　
　
　

伊
東
副
議
長

・
小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　

上
野（
憲
）議
員

・
行
政
報
告
並
び
に
施
政
方
針　

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
町
長

　
　
　
　
　
　
　

小
澤
教
育
長

・
所
管
事
務
の
調
査
報
告

・
全
議
案
の
一
括
上
程
、
説
明

・
総
括
質
疑

・
一
般
質
問　
　

井
上
議
員

　
　
　
　
　
　
　

大
山
議
員

７
日　

本
会
議

・
一
般
質
問　
　

上
野（
憲
）議
員

　
　
　
　
　
　
　

紫
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
　

北
村
議
員

　
　
　
　
　
　
　

上
野（
葊
）議
員

・
全
員
協
議
会

８
日
・
９
日

・
予
算
審
査
特
別
委
員
会

１０
日　

本
会
議

・
議
案
審
議

・
審
査
報
告

区　　　分 平成２４年度
（Ａ）

平成２３年度
（Ｂ）

増減額
（Ａ－Ｂ）

前年度
比（％）

一 般 会 計 ５，４９０，０００ ５，213，０００ 2７７，０００ ５．3

国民健康保険
特 別 会 計 1，４７3，０００ 1，４1４，０００ ５９，０００ ４．2

介 護 保 険
特 別 会 計 ７９９，６33 83７，４４４ △3７，811 △４．５

後期高齢者医療
特 別 会 計 1０1，281 ９５，６５５ ５，６2６ ５．９

下 水 道 事 業
特 別 会 計 ４8６，０００ ４６７，０００ 1９，０００ ４．1

農業集落排水事業
特 別 会 計 3０8，０００ 2６8，０００ ４０，０００ 1４．９

水 道 事 業
企 業 会 計 ５11，９７７ ４６8，７５９ ４3，218 ９．2

合　　　計 ９，1６９，8９1 8，７６3，8５8 ４０６，０33 ４．６

区　　　分
平成２４年度 平成２３年度

増減額
（Ａ－Ｂ）

前年度
比（％）予算額

（Ａ）
構成比
（％）

予算額
（Ｂ）

構成比
（％）

町 民 税 1，０32，４０3 38．６ ９７６，1０1 3６．8 ５６，3０2 ５．8

個 人 811，９38 3０．４ ７９６，8７０ 3０．1 1５，０６8 1．９

法 人 22０，４６５ 8．2 1７９，231 ６．７ ４1，23４ 23．０

固定資産税 1，４81，９8０ ５５．４ 1，５４０，９81 ５8．1 △５９，００1 △3．8

軽自動車税 2９，５５９ 1．1 28，７４７ 1．1 812 2．8

町たばこ税 13０，83４ ４．９ 1０５，38９ ４．０ 2５，４４５ 2４．1

合　　　計 2，６７４，７７６ 1００．０ 2，６５1，218 1００．０ 23，５５8 ０．９

2４年度各会計予算規模（当初予算）町税の内訳 （単位：千円）（単位：千円）
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町長・教育長施政方針・総括質疑

平成２４年度　吉田町長施政方針

平成２４年度教育行政重点施策

総　 　額総　 　額　

（前年比₄億６０３万₃千円増）
９１億６,９８９万１千円

平成２4年度 予算成立
　町民皆様の力強いご協力をいただき、３期目の２年
度目を迎えることができました。この間、誠心誠意、
町政運営の重責を果たして参りました。
　平成24年度は、町政の主人公である町民の皆様の目
線で物事を見ることを忘れず、皆様の共感を得られる
「心の通う行政」をつくり上げ、「公平」「公正」「公開」の
原則を遵守し、ガラス張りの町政運営に努めて参ります。
　今後も変わらぬご支援、ご協力を心からお願い申し
上げ、新しい年度を迎えるに当たっての施政方針とさ
せていただきます。
　平成2４年度の事業の概要
１．総務関係
　　・役場庁舎の耐震補強・大規模改修工事
　　・旧松寿荘跡地再生事業
₂．福祉関係
　　・こども医療費の支給年齢を高校卒業までを継続
　　・給食費無償化推進事業として保育園等への補助
　　・�子宮頸がん、小児肺炎球菌やヒブワクチンの無

償接種助成を継続
　　・�敬老年金はじめ、長寿ふれあい温泉入浴補助事

業や高齢者肺炎球菌予防接種の助成を継続
₃．農林関係
　　・�土地改良事業として、山田地区及び中尾下田地

区は引き続き実施し、新たに、羽尾中部地区を
着手

　　・山田大沼下用水路整備工事にも着手
₄．土木関係
　　・�社会資本整備総合交付金事業として、町道１０８号

線（森林公園駅から東松山市境）と１３１号線（上福
田湯谷）の道路改良工事、橋梁長寿命化修繕計画
の策定

　　・都排水路事業として除塵機設置工事
　　・町道２５８号線（月輪下組西新線）道路改良工事
₅．環境関係
　　・家庭用太陽光発電システム設置補助金の継続
　　・浄化槽市町村整備型に向けた計画作成
₆．教育関係�
　　・�子育て支援の更なる充実のため昨年度に引き続

き給食費の無償化を実施
　　・�滑川中学校の生徒数の増加に伴うプレハブ校舎

を増築するための実施設計
　　・滑川幼稚園では裏山遊具の改修を実施

　滑川町教育委員会は、「21世紀をたくましく心豊かに
生きる子どもたち」の育成を目指し、教育基本法と滑
川町町民憲章の精神を踏まえ、埼玉県教育振興基本計
画、滑川町教育振興基本計画等に則り、「自然にやすら
ぎ、新たな交流が生まれ、個性的、創造的な人の育つ
教育」の実現に努めます。
基本理念
１�　心身ともに健やかで、自ら学び考え、他人の痛み
が分かる心豊かな滑川っ子づくり
２�　子どもにとって安心・安全・快適な学校・施設づ
くり
３�　人権が尊重され、文化が薫りスポーツが盛んな滑
川町の社会づくり
基本目標
１　確かな学力を育成する教育の推進
２　豊かな心と健やかな体を育成する教育の推進
３　質の高い学校教育の推進
４　家庭・地域の教育力の向上
５　生涯学習とスポーツ振興

総
括
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

予　

算　

総　

括

　

臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
が
２５
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
の
代
替
財
源
と
し
て
毎
年
限
度
額
一
杯
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
償
還
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。
交
付
税
措
置
は
き
ち
ん

と
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
地
方
債
の
発
行
は
、
許
可
制
か
ら
協
議
制
に
移

行
し
た
の
で
、借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

歳
入
面
で
の
ウ
エ
イ
ト
は
大
き
い
で
す
。
後
年
度
交
付
税
措
置
と

い
う
法
的
な
裏
付
け
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
発
行
し
な
い
自
治
体
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、ど
の
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
か
は
、

細
か
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
発
行
を
控
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ＱＡ


